













































































































































































































































63Cu 80 17.0 6.0 26.7 20.3 6.0
























































































































































































































































































じ  鯉ぞ ・鋤
 ノー雛
 1'鱗徽 
 ド騨
 惣＼
 宰18
 ・β鋤鋤24
/
/
'
0め
 蓄
ず
娩
ひ
 ∠/ズ
//
＼ε
εβ
 、2 ア。
 、蜘
 1撫 撫、勘
 ダひ
 /ろ今＼《
コヤ
6-12
 ερ嘱824
}2
 ア0
フαe
ぐ)
3
C
6
 ε5一＼
 C嬬寧,α・フ
 ア。
 焼、
撒
 ノ掻懸
 △、轡
 9＼、112
 ε幽eリア5アθ
 霧
ず
鱒
 ゴ
。
 多
ダ
ぎ
舞
～
 、3
70,
 擁継、,
撫
 .!黛翼ミ瀞
 △.晦
 //＼1
 912ヤ＼、
 ε¢的eレノ518
 、3
 ア0,
6
6
 をト
 鯛3図
＼
 、噛
『
}
一 瞥"
 mの
 (>豊
)直
 O
の
の
噂
O
寸
 の。り
 車著㍉}}詣ア、壬L、{.
 電、沁)コ。鴇
}
 宅
.お
8器
 ドL二手.土=、
 Oゆ09
 0
田
O
m
O
g
 O碧OO
N
 (JS/qげ)UPレノγ)P
 の
m
O
m
 9
Φ
Σ
)
直
 ゆ
寸
区
寸
蕪
 O寸
 のσっ
 ,,隷
烈
Ψ
ゴ
・
{辿
=
 (α
、
浄
)δ
お
 ず
7.7仁
 ̂血
β
}{季
…
 灯
.O
oo.O
P
 N・》
up賜
q
/
 灯
.Osひ
oo.O
 飼
.←
 ω
.四
 一148
 _幅イm、
 論文審査の結果の要旨
 田中俊成提出の論文は63Cu,65Cuの(e,p),(e,α)反応に於いて,陽子,α粒子が放出される
 機構を研究したものである。その主要な点は次のようになっている。
 〔1)陽子,α粒子を測定するために分析電磁石を使用したが,焦点面上に配列する粒子検出器
 として,短冊型の表面障壁型半導体検主器を大量に製作する技術を開発した。そのエネルギー
 分解能は非常に良く陽子,α粒子の識別に充分な性能を持っていて研究の発展に貢献した。
 (2)63Cu,65CuのE1巨大共鳴領域に於ける(γ,p。)反応断面積を(e,p。)断面積から導出し,こ
 の陽子放出機構がDirect及びSemi-Direct反応模型にアイソスピンの効果をとり入れる事に
 よって説明できることを明らかにした。
 (3)63Cu,65CuのEl巨大共鳴領域に於ける(γ,p),(γ,α)の反応断面積を測定し,いずれの場
 合にも63Cuの断面積が大きく,同位核によって差のあることを示した。この断面積は巨大共鳴
 のアイソスピン分離を考慮した統計理論によって説明できることを明らかにした。一
 (4)励起エネルギー範囲が40MeV～60MeVの高い励起状態から放出される陽子,α粒子の
 エネルギースペクトルを求めた。このスペクトルの解析から,標的核の励起は準重陽子模型で
 示されるような核内の陽子一中性子対のエネルギー吸収によって起る事,高いエネルギーの陽
 子,α粒子は反応の初期の段階,つまり少数の核子のみが励起されている前平衡状態から放出
 されている事,低いエネルギーの粒子は高エネルギーの粒子が放出された後の残留核から放出
 されている事を明らかにした。この傾向はα粒子の場合に顕著で,α粒子放出断面積の大半は
 α粒子の他に比較的高いエネルギーの中性子,陽子放出が伴う(γ,xα)反応である事を初めて
 明らかにした。
 以上この論文は63Cu,65Cuに於ける(e,p),(e,α)反応の機構を明らかにしただけでなく,軽
 い核から重い核までの陽子,α粒子放出の系統的理解を可能にした点で非常に意義の高いもの
 であり博士論文として適当であると認められる。
 本論文は著者が今後自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
 示している。よって田中俊成提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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